
（発表資料）                   平成２０年 ５月２２日 
                         財団法人 放送文化基金 
 
 

第３４回「放送文化基金賞」 
 
財団法人放送文化基金（理事長 河竹 登志夫）では、第３４回放送文化基金賞

を次のとおり（詳細別紙）決定しました。 
 
１ 番組部門―――――１３番組、５件 
 
（１）テレビドキュメンタリー番組………５番組 

        本賞―１ 優秀賞―１ テレビドキュメンタリー番組賞―３ 
 

（２）テレビドラマ番組……………………４番組 
       本賞―１ 優秀賞―１ テレビドラマ番組賞―２ 
 

（３）ラジオ番組……………………………４番組 
       本賞―該当なし 優秀賞―２ ラジオ番組賞―２ 
 

（４）個別分野賞……………………………５件 
「出 演 者 賞」―― ２件 
「制 作 賞」―― １件 
「演 出 賞」―― １件 
「映 像 賞」―― １件 

 
    

 ２ 個人・グループ部門―――――８件 
 

（１）放送文化………４件 
 
（２）放送技術………４件 

 
 
受賞番組、受賞者には、賞状、賞牌・トロフィー、賞金を贈呈します。 
賞金は、番組部門・本賞―２００万円､優秀賞―１００万円､各番組賞―５０万円、

番組部門の個別分野賞―各３０万円、個人・グループ部門―各５０万円です。 
なお、贈呈式は、平成２０年６月１３日(金) 午後４時３０分から千代田放送会館
ホール（東京都千代田区紀尾井町）で実施します。 
 

  

        お問い合わせ先  放送文化基金（担当 川副、安部） 

                 東京都渋谷区宇田川町41―1 共同ﾋﾞﾙ５F    

℡(０３)３４６４－３１３１ 



部        門 賞 （ 賞 金 ） 受   賞   者 番  組  名  ・  業  績

本 賞 (200万円)ＮＨＫ
ＮＨＫスペシャル
夫婦で挑んだ白夜の大岩壁

優 秀 賞 (100万円)日本テレビ放送網 ネットカフェ難民 ～見えないホームレス急増の背景～

(50万円) ＮＨＫ名古屋放送局
ＮＨＫスペシャル
あなたの笑顔を覚えていたい

(50万円) アール・ケー・ビー毎日放送 母は闘う ～薬害肝炎訴訟原告　山口美智子の２０年～

(50万円) 毎日放送
映像 '０７
夫はなぜ死んだのか ～過労死認定の厚い壁～

本         賞 (200万円)ＮＨＫ名古屋放送局
ＮＨＫスペシャル
鬼太郎が見た玉砕 ～水木しげるの戦争～

優 秀 賞 (100万円)テレビ朝日
テレビ朝日開局50周年記念ドラマスペシャル
点と線

(50万円) ＮＨＫ
土曜ドラマ
フルスイング

(50万円) ＮＨＫ
ＮＨＫスペシャル　シリーズ　最強ウイルス　第1夜
感染爆発 ～パンデミック・フルー～

本         賞 (200万円)

優 秀 賞 (100万円)ＮＨＫ ＦＭシアター　明治おばけ暦

優 秀 賞 (100万円)エフエム沖縄
ラジオドキュメンタリー
８５歳のアスリート
秘訣 ～健康だからできること～

(50万円) 大阪放送 浪曲「吉岡先生」と大阪防災元年

(50万円) アール・ケー・ビー毎日放送 あの日あの時あの時代・福岡フォーク物語

出 演 者 賞 (30万円) 香川　照之 「鬼太郎が見た玉砕」の演技

出 演 者 賞 (30万円) 山野井泰史、山野井妙子 「夫婦で挑んだ白夜の大岩壁」の出演

制 作 賞 (30万円) 山川　悦史 「８５歳のアスリート」の制作

演 出 賞 (30万円) 柳川　強 「鬼太郎が見た玉砕」の演出

映 像 賞 (30万円) 根本　隆、高橋　克昌、田村　幸英 「夫婦で挑んだ白夜の大岩壁」の映像

(50万円) 石橋　冠　　　　　　　　　（演出家）
『点と線』をはじめとする長年にわたる優れたテレビ
ドラマの演出

(50万円)
中野　英世
（ＮＨＫメディアテクノロジー チーフ
　・カメラマン）

優れたカメラ映像による放送文化への貢献

(50万円)
ＮＨＫスペシャル「激流中国」制作グ
ループ
（ＮＨＫ､ＮＨＫｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ､テムジン）

中国の深層を描くドキュメンタリーシリーズの取材・
制作

(50万円)
ＮＨＫ「かぐや」プロジェクト
                          （ＮＨＫ）

月周回衛星「かぐや」のハイビジョンカメラによる
「地球の出｣「月面」の撮影及び番組・ニュースの制作

(50万円)
「かぐや」搭載ＨＤＴＶ開発グループ
代表　山崎　順一　　 　 　（ＮＨＫ）

月周回衛星「かぐや」に搭載した月と地球をＨＤＴＶ
で撮影するシステムの開発

(50万円)
FileCast開発・導入グループ
代表　木村　好信（フジテレビジョン）

取材映像ＩＰ伝送システム（FileCast）の開発と実用
化

(50万円)
チャンネルイレーサー「凸凹くん」開発
チーム
代表　佐藤　誠　（日本テレビ放送網）

地上デジタル放送用ギャップフィラー装置～チャンネ
ルイレーサー「凸凹くん」の開発～

 (50万円)
谷知　紀英、近藤　五郎
　　　　　　　  　（讀賣テレビ放送）

違法動画サイト対策に絶大な威力「とりし丸」の開発

　　　　　　　　　＊番組部門の各番組賞と個人・グループ部門は、受付順による。

個
人
・
グ
ル
ー

プ
部
門

番
 
 
 
 
組
 
 
 
 
部
 
 
 
 
門

テレビドラマ
番 組 賞

テレビドキュ
メ ン タ リ ー
番 組 賞

放 送 文 化

          　  　第３４回「放送文化基金賞」受賞一覧　

放 送 技 術

ラジオ 番 組 賞

テレビドキュ
メ ン タ リ ー
番 組

個 別 分 野

テレビドラマ
番 組

該当なし

ラ ジ オ 番 組
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 第３４回 放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」 

― テ レ ビ ド キ ュ メ ン タ リ ー 番 組 ― 

本  賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       

ＮＨＫスペシャル  

夫婦で挑んだ白夜の

大岩壁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20.1．7（月）  

 

 

ＮＨＫ 

 

語り 

音楽 

撮影    

 

 

音声 

音響効果 

編集 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

 

制作統括 

 

 

出演 

 

 

上川 隆也 

五木田岳彦 

根本 隆 

高橋 克昌 

田村 幸英 

山主 文彦 

立澤 聡 

金田 一成 

廣瀬 学 

櫻井 義久 

山本 篤 

菅井 禎亮 

白石 章治 

山野井泰史 

山野井妙子 

木本 哲 

 

 

かつて世界最強のクライマー

と呼ばれた山野井泰史(42歳)と

その妻、妙子(51歳)。クライマ

ーとして致命的なダメージを負

った2人が、未踏の大岩壁に挑戦

し、新たな一歩を踏み出すまでの

姿を記録したドキュメンタリー。 

山野井夫妻は、5年前、ヒマラ

ヤで雪崩にあい、夫は手と足の指

10本、妻は合わせて18本の指を

失った。クライマー生命の終わり

と誰もが思ったが、2人はあきら

めなかった。リハビリとトレーニ

ングを続け、2007年 7月、つい

に北極圏、グリーンランドにある

高さ 1300メートルの垂直の壁

「オルカ」に挑んだ。頂上まで１

9日間にわたる困難なクライミン

グ。この模様をカメラマンも同行

登山しながら至近距離から撮影

する。 

臨場感あふれる映像と音声が、

互いにいたわりあいながら自分

たちの限界に挑戦する夫妻の姿

を克明に捉える。 

山にかける夫婦の

壮絶とも言える生き

方が深い感動を持っ

て伝わってくる人間

ドキュメンタリー。 

生命の危険と隣り

合わせのクライミン

グの一部始終を迫力

ある映像と音声で、捉

えており、番組を見る

人にカメラの存在を

意識させない臨場感

が素晴らしい。 

 夫婦のやりとりが

自然で、生死を共にし

た 2人の絆の強さが

素直に伝わってくる

印象的な作品。 

 

 

優 秀 賞                                                                                                                                                                   

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       

ネットカフェ難民 

～見えないホームレ

ス急増の背景～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19.11.25（日） 

 

 

日本テレビ放送網 
 

ﾁｰﾌ･ﾌﾟﾛﾃﾞｭ

ｰｻｰ 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

編集 

撮影 

 

音声 

 

音響効果  

ﾐｷｻｰ 

ﾅﾚｰﾀｰ  

出演 

 

 

 

 

智片 健ニ 

 

日笠 昭彦 

水島 宏明 

金  徹 

長田 太平 

後藤 吉孝 

小林 保 

山口 宅 

加藤 久喜 

駒路 健一 

高島 雅羅 

シュウジ 

ヒトミ 

カズオ 

(仮名) 

湯浅 誠 

関根秀一郎 

生活に困窮して家賃を払えな

くなり、ネットカフェに寝泊りす

る人たちが増えている。 

28歳のシュウジはネットカフ

ェ暮らしが長く、格安のコインロ

ッカーがタンス代わりだ。42歳

のカズオは故郷に妻と子がいる。

しかし仕送りもできず、「日雇い

派遣」で働いている。18歳のヒ

トミはネットカフェ生活で気持

ちが落ち込んだ時、手帳に「我慢

する」という言葉を綴り自分で自

分を励ましている。 

 多くのネットカフェ難民が「日

雇い派遣」で生計をたてている

が、そこでは「データ装備費」名

目で違法な給与天引きが行われ

ていた。 

背景にある「貧困ビジネス」や

「日雇い派遣」の問題点を明るみ

に出し、行き過ぎた規制緩和が生

み出したひずみの是正を社会に

迫る。 

規制緩和によって、

日本が二極化してい

る現状を正面から捉

え、深く実態に迫って

いる。「ネットカフェ

難民」という言葉を広

め、社会に問題提起し

たことも評価できる。 

ネットカフェでの

生活を捉えた映像は、

リアリティがあり、テ

レビメディアの特性

を活かした作品とな

っている。 
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テレビドキュメンタリー番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       

ＮＨＫスペシャル 

あなたの笑顔を覚え

ていたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19.10.29（月） 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

制作統括 

 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

取材 

撮影 

編集 

音響効果 

照明 

音声 

技術 

語り 

出演        

 

 

関  英祐 

川合 伸二 

福田 和代 

中丸 素 

馬嶋 順也 

久保田 薫 

上温湯大史 

斉藤 綾子 

渡辺 高志 

島根 幸宏 

原田美枝子 

岡本 紀美 

 

岡本紀美さん(37歳)は、10歳

のときの交通事故が原因で重い

記憶障害が残った。事故の前の事

は覚えているが、直前の出来事を

忘れてしまう。 

 紀美さんは 2年前結婚して男

の子を出産。手探りの子育てが始

まった。紀美さんは、ミルクの時

間や子どもの表情、何でもメモす

る。やがて子どもは一人歩きを始

める。わが子を忘れまいとして過

保護になりがちな紀美さん。そん

な彼女を温かく、時には厳しい言

葉をぶつけながら見守る母親と

夫。 

 家族の 1年を丹念に淡々と記

録し、家族の絆とは何か、記憶と

は何かをみつめた。 

記憶障害と闘いなが

ら、懸命に子育てに取

り組む母親の姿が見る

ものの心を動かす。 

社会性のある問題を

扱っているドキュメン

タリーが多い中で、人

間とは何か、記憶とは

何かを考えさせられる

作品。 

映像の表現力が高

く、母と子の笑顔が印

象的。 

母は闘う 

～薬害肝炎訴訟原告

山口美智子の２０ 

年～ 

 

 

 

 

 

 

 

平成20.3.28（金） 

 

 

アール･ケー･ビー毎

日放送 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

構成 

ﾅﾚｰﾀｰ 

撮影 

 

編集 

音響効果 

出演  

    

 

貞刈 昭仁 

大村由紀子 

松石 泉 

生野 文治 

森永 浩司 

山本 徹 

川路 幹夫 

和田 功 

山口美智子 

山口 智弘 

福岡市の山口美智子さんは、

1987年、次男を出産した際、フ

ィブリノゲンによる C型肝炎ウ

イルスに感染。病気が製薬会社と

厚生省の無責任な対応による薬

害である可能性が高い事を知っ

た山口さんは、実名を公表し、裁

判で闘う。部分的な勝訴も勝ち取

るが、山口さんは、原告団代表と

して、あくまでも薬害患者の全員

救済を求める。母親たちの闘いは

国民の関心事となり、国を動か

す。2008年1月11日、薬害肝炎

救済法が可決成立した。 

普通の母親たちの闘い、その象

徴である山口さんの闘いの軌跡

をたどる。 

 山口家に長期間密着

した取材で、薬害を起

こした政治、行政、企

業の無慈悲さを浮き彫

りにしている。 

普通の母親の絶対に

妥協しない強さが、国

を動かすまでを説得力

を持って描いている。 

山口さんの明朗さが

魅力的。また、息子に

も目を向けた取材によ

って、内容に幅と深み

が出ている。 

映像’０７ 

夫はなぜ死んだのか 

～過労死認定の厚い

壁～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19.12.10（月） 

 

 

毎日放送 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 

ｶﾒﾗ 

出演    

 

里見 繁 

奥田 雅治 

廣田 智生 

内野 博子 

2002年 2月、トヨタ自動車の

社員、内野健一さん(30歳)は月

間100時間を越える過労で急死。

しかし、豊田労働基準監督署は、

会社側の主張に沿って残業時間

を大幅に削り、労災の申請を認め

ない。 

このままでは夫に申し訳ない、

その思いから妻の博子さんは、決

定の取り消しを求めて、たった一

人で国を相手に裁判を起こす。証

拠を集めて、会社側の勤務資料や

同僚の証言をくつがえす困難な

戦い。2007年11月、名古屋地裁

は、焦点となった職場での改善活

動を業務と認め、過労による死と

明確に認めた判決を下した。 

日本を支えている自

動車産業の生産現場で

行なわれている過重な

勤務実態と過労死認定

の問題点を浮き彫りに

した作品。 

従業員による自主的

な活動とされてきた職

場の改善運動を業務で

あると認めた判決は、

産業界全体にも大きな

影響を与える。この判

決を引き出した妻のゆ

るぎない決意と生き方

が番組の魅力となって

いる。 
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第３４回 放送文化基金賞 
「 番 組 部 門 」 

－ テ レ ビ ド ラ マ 番 組 － 
本  賞  
タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
ＮＨＫスペシャル 

鬼太郎が見た玉砕 
～水木しげるの戦争

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19.8.12（日） 

 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

 

作 
 
 
 
音楽 
制作統括 
演出 
美術 
技術 
音響効果 
出演 

西岡 琢也 
水木しげる 
「総員玉砕せ

よ!」より 
大友 良英 
家喜 正男 
柳川 強 
鈴木 利明 
岡本 幹彦 
上温湯大史 
香川 照之 
田畑 智子 
塩見 三省 
嶋田 久作 
北村有紀哉 
榎木 孝明 
高田 聖子 
今村 雅美 
瑳川 哲朗 
石橋 蓮司 

ほか 

「ゲゲゲの鬼太郎」で知られ

る水木しげる（香川照之）は、

太平洋戦争中、南方の激戦地、

ニューブリテン島で爆撃により

左腕を失った。この戦争体験を

もとに、水木は、身近で見た玉

砕を漫画に書き始める。主人公

は、自らをモデルとした丸山二

等兵（香川の二役）だ。 

昭和18年末のニューブリテン

島。補給が困難となり、兵士た

ちは、いつも空腹だった。芋を

調達しようとしてワニの餌食に

なる仲間。折角手に入れたバナ

ナを横取りされる丸山。 

米軍に追い詰められた大隊長

は、犬死になると反対する部下

を押し切って、玉砕命令を出す。

数十名の兵士が生き残ったが、

玉砕命令が出た以上、彼らは、

生きることを許されなかった。2

度目の玉砕命令が出され、死体

の山の中で丸山も死ぬ。 

玉砕を漫画にする間、水木は、

棒アイスや大福を大量に食べ続

ける。食べられなかった戦友を

供養するかのように。 

生きる事を許さな

い戦争の愚劣さ、不条

理さを、末端の１人の

兵士が体験した小状

況から、丹念に描いて

いる。漫画とドラマ、

過去と現在を巧みに

織り交ぜ、戦争の現実

を多角的に描いた構

成力は、高く評価でき

る。 

生きることに執着

する漫画家水木と無

念の思いで死んでい

った丸山二等兵を演

じ分けた香川照之の

演技力も見事。 

優 秀 賞 
タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
ﾃﾚﾋﾞ朝日開局50周年

記念ﾄﾞﾗﾏｽﾍﾟｼｬﾙ 
点と線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成19.11.24（土） 
応募は、第１部 

 

 

テレビ朝日 

 

原作 

脚本 

演出 

音楽 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

 
出演 

松本 清張 

竹山 洋 

石橋 冠 

坂田 晃一 

五十嵐文郎 
藤本 一彦 
ﾋﾞｰﾄたけし 
高橋 克典 
柳葉 敏郎 
夏川 結衣 
市原 悦子 
小林 稔侍 
橋爪 功 
内山 理名 
竹中 直人 
   ほか 

 

昭和32年、福岡市の香椎浜で、

産業建設省の課長補佐と東京に

ある割烹料亭の仲居の遺体が発

見された。鳥飼重太郎刑事（ビ

ートたけし）は、二人の死に疑

問を持つ。課長補佐は、産業建

設省の汚職事件の関係者だっ

た。一方、この事件を追ってい

た三原紀一刑事（高橋克典）は、

福岡に派遣され、鳥飼と出会う。 

鳥飼は、死んだ二人を東京駅

のホームで目撃したという安田

辰郎（柳葉敏郎）の証言に違和

感を覚える。捜査の結果、東京

駅の 13番ホームから 15番ホー

ムが見渡せることの出来るのは

１日のうち、わずか 4分間だけ

という事が判明。鳥飼と三原の

地道な捜査と執拗なまでの信念

が、犯人を追いつめていく。 

松本清張、不朽の名作「点と

線」の初のテレビドラマ化作品。 

昭和 30年代の時代

の姿がオープンセット

や、ＣＧによってあり

ありと再現されてお

り、ドラマとしての完

成度が高い作品。 

時刻表の「4分間」

のトリックも見事に映

像化されている。 

登場人物の背景に戦

争体験を負わせたこと

で、単なる謎解きに終

わらない人間ドラマと

しての奥行きが出た。 
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テレビドラマ番組賞 
タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
土曜ドラマ 

フルスイング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成20.1.19（土） 

～2.23（土） 

〈全６回〉 
応募は、第１回、４回 

 

 

ＮＨＫ 

 

原案 
脚本 
 
 
ﾃｰﾏ音楽 

 

制作統括 

デスク 

演出 

 

出演 

 

 

 

 

 

 

 

 

門田 隆将 
森下 直  
関 えり香 
さわだみきお 
おかもと 
だいすけ 
鈴木 圭 
内田 ゆき 
海辺 潔 
大橋 守 
高橋 克実 
伊藤 蘭 
吹石 一恵 
萩原 聖人 
塚本 晋也 
斎藤 工 
本田博太郎 
小林 克也 
里見浩太朗 

ほか 

「教える」ことに人生の全て

を捧げた一人の男がいた、打撃

コーチ高畠導宏（高橋克実）。 

７つのプロ球団を渡り歩き、

落合、イチローなど30人以上の

タイトルホルダーを育てた名コ

ーチは、59歳で福岡の高校の教

師になった。彼は、30年のコー

チ人生で培った優れたコーチン

グ力で、悩める思春期の子供達

と現場の教師たちを大きく変え

ていく。しかしわずか１年でが

んに倒れ、志半ばで逝去した。

新米教師「高さん」と、彼の思

いを受け止め、成長していく子

どもたちと教師たちの感動の実

話のドラマ化である。 

単なる熱血教育ドラ

マではなく、どの教育

現場でもありそうな問

題を一つ一つきちんと

取り上げ、描いている。 
主人公とその周辺の

先生達の個性と役割が

はっきりしており、メ

リハリあるドラマに仕

立て上げた脚本に力が

ある。 
本物そっくりと評さ

れた高橋克実の熱演

は、見応え充分だった。  

 

ＮＨＫスペシャル 

シリーズ 最強ウイ

ルス 第１夜 

感染爆発～パンデミ

ック・フルー～ 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
平成20.1.12（土） 
 

 

ＮＨＫ 

 

脚本 

音楽 

脚本協力 

演出 

制作統括 

 

 

取材 

制作 

出演 

林 宏司 
千住 明 
響堂 新 
望月 良雄 
山元 修治 
城谷 厚司 
大久保嘉二 
虫明 英樹 
篠原 圭 
三浦 友和 
麻生 祐未 
佐藤 慶 
河西 健司 
大和屋ソセキ 
森山周一郎 
沼田 爆 
占部 房子 
林 泰文 

深浦加奈子 
坂上 忍 

ほか 

近未来の 2008年 11月。日本

海に面する寒村で「Ｈ５Ｎ１型

新型インフルエンザ」の患者が

確認された。東京・港川区の病

院副院長・田嶋哲夫（三浦友和）

は、そのニュースを見つめてい

た。一方、村に飛んだ感染症予

防研究所の奥村薫（麻生祐未）

は感染源らしき木造船を発見す

る。村を封じ込め、根絶を図る

政府。 ところが意外な形でウイ

ルスは東京中に蔓延。感染者・

死者は数万人に上った。ウイル

スに侵された人々が行き場をな

くす中、田嶋は自分の病院に感

染した患者の受け入れを決め

る。 

ややもすると啓蒙的

になりがちな近未来ド

ラマだが、人と人の屈

折、葛藤、対立も描か

れており、ドラマチッ

クな仕上がりになっ

た。 

「近く訪れるだろう

危機」をドラマの形に

したことによって社会

へのメッセージ性が強

くなった。 

放送後の反響も大き

く、テレビとは、ドラ

マであってもジャーナ

リズムであることを再

確認させた作品。 
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第３４回 放送文化基金賞 
「 番 組 部 門 」 

― ラ ジ オ 番 組 ― 
 
優 秀 賞 
タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
ＦＭシアター 

明治おばけ暦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19.12.8（土） 

 

 

ＮＨＫ 

 

作 

音楽 

制作統括 

技術 

音響効果 

演出 

出演 

 

山本むつみ 

大河内元規 

小松 隆一 

糸林 薫 

井上 直美 

保科 義久 

嵐 広也 

嵐 圭史 

藤川矢之輔 

小佐川源次

郎 

中嶋 宏幸 

河原崎國太

郎 

   ほか 

明治5年11月9日、暦を太陰

暦（旧暦）から太陽暦（新暦）

に変える太政官布告が出た。12

月 3日をもって明治 6年 1月 1

日とする内容だ。急激な改暦で

庶民の生活は大混乱。何故、改

暦を急いだのか。暦問屋の若旦

那、栄太郎は、改暦の張本人、

太政官参議の大隈重信侯に掛け

合って真相を聞きだそうとす

る。しかし、尋常の手段では無

理。歌舞伎作者の河竹新七（後

の黙阿弥）が、元盗人の常吉が

かどわかしてきた大隈侯の前で

一夜限りの芝居を仕組む。題し

て「御改暦開化の暗闇・大川端

勢揃いの場」。名セリフに乗って

庶民の困苦を訴える栄太郎た

ち。大隈侯が明かしたのは、新

政府の驚くべき台所事情。急な

改暦には、国の都合を優先した

判断があった。 

 

歴史の一こまから

奇想天外な物語を作

り上げ、ドラマとして

の想像力に溢れた作

品。 

脚本、演出、出演の

いずれもレベルが高

く、ラジオドラマとし

ての楽しさを堪能さ

せてくれる。 

庶民の娯楽だった

歌舞伎を展開の軸に

すえたことで、江戸か

ら近代日本へと移り

変わる時代の変化と

庶民の困惑を巧みに

表現している。 

ﾗｼﾞｵﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ 
８５歳のアスリート 

秘訣 ～健康だから

できること～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19.11.24（土） 

 

 

エフエム沖縄 

 

企画・構成 

ﾅﾚｰｼｮﾝ 

実況 

ﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 

音楽 

 

 

 

出演 

 

山川 悦史 

多喜ひろみ 

永田 時彦 

竹内 新悟 

しゃかり 

仲田かおり 

(彩風) 

下地 勇 

山川 文康 

山川セツ子 

藤木 勇人 

下河原 孝 

   ほか 

 

陸上競技が趣味の山川文康さ

んは“長寿県・沖縄”を代表す

るスーパーおじいちゃん。平成

18年11月、自分の85歳の誕生

日に、家族にある決意を表明し

た。なんと翌年の 9月にイタリ

アで開催される「世界マスター

ズ陸上競技選手権大会」に参加

すると。それから一年、努力の

甲斐あって山川さんは日本代表

としてイタリア大会に出場が決

まった。85歳にして鉄人レース

と言われる10種競技に出場し、

見事銀メダルを獲得する。 

番組では参加表明してから大

会出場までの一年余り、山川さ

んに密着取材した。元気の源で

あるスマイルを山川さんはビタ

ミンＳと言う。そして、愛妻セ

ツ子さんとの語らいなどを通

し、彼の人間味溢れた人生観を

ユーモアたっぷりに描く。 

出演者の言葉が生

き生きしていてラジ

オの特性である音の

魅力が十分に発揮さ

れている。 

出演者の次男が番

組の制作者という間

柄だが、適度な距離を

保った制作姿勢によ

り、他者にも開かれ、

誰もが楽しめる番組

となった。 

沖縄の風土を感じ

させる挿入歌も効果

的に使われている。 
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ラジオ番組賞 

タイトル・放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       

浪曲「吉岡先生」と

大阪防災元年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19.5.29（火）  

 

 

大阪放送 

 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 
･ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 
ﾐｷｻｰ 

音響効果 

出演 

 

吉村 直樹 
 

川島 広明 

杉浦 広計 

松本 恵治 

菊地まどか  

大阪の防災事始になった大災

害の教訓を浪曲とドキュメント

でたどる番組。 

昭和 9年、室戸台風が大阪を

直撃し甚大な被害を出した。こ

の時、豊津尋常高等小学校の吉

岡藤子先生は、崩れ落ちる木造

校舎にいた児童を身を挺して庇

い、5人を助けたものの、吉岡先

生は殉職した。この史実を若手

女流浪曲師の菊地まどかさん

が、浪曲『あゝ吉岡先生』と題

して語る。 

番組は、教え子に限りない愛

情を注いだ先生の物語を軸に、

当時の記録や老齢となった体験

者へのインタビューなどを交え

て室戸台風の実態とその教訓を

今に再現する。 

 

ラジオに期待されて

いる防災の報道性と浪

曲のエンターテインメ

ント性を組み合わせた

構成がこの番組の魅力。 

当時の台風を再現し

たドキュメント部分も

取材がしっかり行なわ

れており、災害の恐ろし

さを語る浪曲とあいま

って、防災番組として説

得力のある番組となっ

た。 

 

 

あの日あの時あの時

代・福岡フォーク物

語 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19.5.27（土）  

 

 

アール･ケー･ビー 

毎日放送 

 

制作 

演出 

構成 

音楽・効果 

技術 

出演 

永渕 秀昭 

伊集院晃生 

松石 泉 

沼口 公憲 

安増 高志 

野見山 實 

佐々 友成 

赤尾 和則 

南こうせつ 

ピース（山下

恭信・恭長） 

 

アメリカで生まれたフォーク

ソングは日本でどんなふうに広

がっていったのか。 

井上陽水、チューリップ、海

援隊を輩出し、かつてフォーク

のメッカと言われた福岡の視点

から日本のフォークの歴史をた

どる。地元放送局の音楽番組プ

ロデューサーや、レコード会社

のプロデューサーだった人達の

証言を通して、フォークソング

が、それぞれの時代のなかで如

何に生まれ、輝き、やがてその

役割を終えていったのかを検証

していく。 

そして、平成の若手フォーク

シンガー達が、これからのフォ

ークソングにかける熱い思いを

語る。 

井上陽水のデビュー当

時のエピソードなどが

盛り込まれ、40年間のフ

ォークソングの歴史を

コンパクトにまとめた

音楽番組。 

時代をリードしてい

た福岡の音楽制作者達

がフォークソングにか

けた熱い思いを語って

おり、フォークの歴史を

振り返る貴重な資料と

もなっている。 
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                第３４回放送文化基金賞 

「 番 組 部 門 」－ 個 別 分 野  － 

 

出 演 者 賞 

受 賞 者 対 象 番 組 選 考 理 由 等 

香川
かがわ

 照之
てるゆき

 

鬼太郎が見た玉砕 

（ＮＨＫ名古屋放送局） 
 

テレビドラマ番組 

生きている漫画家水木しげると無念の思いで死

んでいった丸山二等兵を見事に演じわけ、生きる

ことを許さない戦争の愚劣さを強く訴えた。 

 

出 演 者 賞 

山野井
や ま の い

 泰史
やす し

 

山野井
や ま の い

 妙子
たえ こ

 

夫婦で挑んだ白夜の 

大岩壁 

（ＮＨＫ） 
 

ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ番組 

山に全てを賭け、限界に挑戦する姿が感動を呼

ぶ。生死を共にした夫婦の絆の強さも心を打つ。 

 

制 作 賞 

山川
やまかわ

 悦史
えつ し

 

８５歳のアスリート 

（エフエム沖縄） 
 

ラジオ番組 

父親を取材対象としながら、他者にも開かれ、

誰もが楽しめる人間ドキュメンタリー番組を制作

した。 

 

演 出 賞 

柳川
やながわ

 強
つよし

 

鬼太郎が見た玉砕 

（ＮＨＫ名古屋放送局） 
 

テレビドラマ番組 

漫画とドラマ、過去と現在、幻想と現実を巧み

に織り交ぜ、戦争の愚劣さ、不条理さを多角的に

演出した力量は見事だった。 

 

映 像 賞 

根本
ねもと

 隆
たかし

 

高橋
たかはし

 克昌
かつまさ

 

田村
たむ ら

 幸英
ゆきひで

 

夫婦で挑んだ白夜の 

大岩壁 

（ＮＨＫ） 
 

ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ番組 

大岩壁に挑戦する困難な登攀に同行取材し、そ

の一部始終を迫力ある映像で撮影し、優れた人間

ドキュメンタリー番組とした。 

 



   8 

第３４回放送文化基金賞 

「 個 人 ・ グ ル ー プ 部 門 」 

－ 放 送 文 化 － 

 
 

受  賞  者 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由 

石橋
いしばし

 冠
かん

（演出家） 

『点と線』をはじ
めとする長年にわ
たる優れたテレビ
ドラマの演出 

1960 年日本テレビ入社、一貫してドラマ畑を歩み、『池
中玄太 80 キロ』等の作品を演出。97 年に定年退職後は活
躍の場を広げ、『新宿鮫』(ＮＨＫ)『角筈にて』（テレビ東
京）等多彩な作品を手掛けた。『点と線』(テレビ朝日・07
年・芸術祭大賞)では昭和 30 年代を舞台とした松本清張の
世界をリアルにドラマ化した。確かな人間描写と緩急自在
のテンポで見る者を引っ張っていく演出手腕は、円熟の域
に達したと言える。 

 
受  賞  者 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由 

中野
なかの

 英世
ひでよ

（ＮＨＫ
メディアテクノロ
ジー チーフ・カメ
ラマン） 

優れたカメラ映像
による放送文化へ
の貢献 

1972年ＮＨＫ入局、カメラマンとして活躍し、数々の賞
を受賞。昨年は自ら瀬戸内海のハンセン病療養所の島に一
年間通い島に暮らす元患者に取材した、ハイビジョン特集
『忘れないで』、杜撰な特攻作戦を告発したＮＨＫスペシャ
ル『学徒兵許されざる帰還～陸軍特攻隊の悲劇～』等で取
材対象者との信頼関係を築いた上での見事なカメラワーク
を発揮。また、カンヌ映画祭コンペティション部門グラン
プリを受賞した『殯の森』で撮影を担当する等映画界でも
評価が高い。 

 
受  賞  者 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由 

ＮＨＫスペシャル
「激流中国」制作グ
ループ 

中国の深層を描く
ドキュメンタリー
シリーズの取材・
制作 

2007 年 4 月～2008 年 3 月まで 10回にわたり放送。深い
取材・撮影が難しい中国で、中国取材を重ねてきた経験者
がＮＨＫ内外から結集し、「格差の実態」「報道統制」「土
地収用問題」「環境」「チベット」「共産党組織」「知的所有
権」といった従来タブーとされてきたジャンルに切り込み、
問題の深層をえぐりつつ、中国の今の現実とそこに生きる
人々を伝えた意義は大きい。中国でこれだけの取材を実現
したことは高く評価でき、次のシリーズに期待したい。 

 
受  賞  者 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由 

ＮＨＫ「かぐや」プ
ロジェクト 

月周回衛星「かぐ
や」のハイビジョ
ンカメラによる
「地球の出」「月
面」の撮影及び番
組・ニュースの制
作 

宇宙航空研究開発機構(JAXA)と連携し、月周回衛星「か
ぐや」に搭載したＮＨＫの宇宙用ハイビジョンカメラによ
って、月面越しに地球が昇る「地球の出」、沈む「地球の入
り」を撮影。特集番組『探査機“かぐや”月の謎に挑む』
を始め、ニュースや番組を通して放送された瑞々しい地球
の映像は見る者に深い感動を与えた。遠くのものを茶の間
に届けてきた放送の歴史に新たな 1ページを付け加えた。 
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第３４回放送文化基金賞 

「 個 人 ・ グ ル ー プ 部 門 」 
－ 放 送 技 術 ― 

 
受 賞 者（所 属） 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由   

「かぐや」搭載ＨＤＴ

Ｖ開発グループ 

 

代表 山崎 順一 

 

(ＮＨＫ) 

月周回衛星「かぐ

や」に搭載した月と

地球をＨＤＴＶで

撮影するシステム

の開発 

月周回衛星「かぐや」には高精細撮影システムが搭載

され「地球の出」をはじめとする貴重な映像を撮影し、

宇宙空間から地球に伝送した。システム搭載決定から打

ち上げまでの6年間、質量や容量の制限、打ち上げ時の

振動、宇宙空間での熱環境や宇宙線の影響など、多くの

課題を克服して信頼性の高いシステムを構築した。今回

初めて撮影した月面の様子や地球の鮮明な映像は後世に

残る貴重な映像であり、多くの番組やニュースで放送し

好評を博した。 

 

受 賞 者（所 属） 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由   

FileCast開発・導入

グループ 

 

代表 木村 好信 

 

(フジテレビジョン) 

取材映像ＩＰ伝送シ

ステム(FileCast)の

開発と実用化 

インターネットの世界的普及に着目し、どこからでも、

誰でも、簡単に取材映像を番組に役立てられるように、

映像品質と伝送機能に優れた素材伝送システムを開発し

た。このシステムの特徴は、長距離伝送において高速伝

送を実現できる仕組みを使っており、携帯電話から光回

線まで伝送路を選ばず品質劣化のない伝送が行える。本

開発により、ニュース番組取材において、これまでにな

い利便性や大幅なコストの削減を実現している。 

 

受 賞 者（所 属） 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由   

チャンネルイレーサ

ー「凸凹くん」開発チ

ーム 

 

代表 佐藤 誠 

 

(日本テレビ放送網) 

地上デジタル放送用

ギャップフィラー装

置～チャンネルイレ

ーサー「凸凹くん」

の開発～ 

 地上デジタル放送を全国に普及させるため、また非常

災害時に地下街でもワンセグサービスが受けられるため

には、低コストで簡単に再送信ができるギャップフィラ

ー装置が望まれている。このため必要なチャンネルのみ

を効率的に選択できるデジタルフィルタ手法により、小

型で、低コストな装置を開発した。その後、多くのフィ

ールド実験を重ねて製品化し、川崎地下街で採用された。

今後、地上デジタル放送やワンセグサービスの普及への

寄与が期待できる。 

 

受 賞 者（所 属） 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由   

谷知 紀英 

近藤 五郎 

 

（讀賣テレビ放送） 

違法動画サイト対策

に絶大な威力「とり

し丸」の開発 

「とりし丸」は動画投稿サイトでの著作権違反の動画を

見つけ出し、そのIDを取得して削除するまでの作業を大

幅に省力化できるツールである。従来1週間かかってい

た作業が、現在では10分程度で完了できる。これにより

以前YouTubeで数万件あった自社アニメ番組の違法動画

が、今ではほとんど無くなり、常にその状態をキープす

ることができている。「とりし丸」はＮＨＫ・民放キー局

5社でも採用され、汎用性が高く非常に有効なツールで

ある。 

                                                                                                                                                                                                                                                 




